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1. 流域の自然状況 

1.1 河川・流域の概要 

相模
さ が み

川は、その源を富士山（標高 3,776m）に発し、山梨県内では｢ 桂
かつら

川｣と呼ばれ、山中湖
や ま な か こ

から笹子
さ さ ご

川、

葛野
か ず の

川等の支川を合わせ、山梨県の東部を東に流れて神奈川県に入り｢相模川｣と名を変え、相模ダム、城山
し ろやま

ダムを経て流路を南に転じ、神奈川県中央部を流下し、中津
な か つ

川等の支川を合わせて相模湾に注ぐ、幹川流路

延長 109km、流域面積 1,680km2 の一級河川である。 

表 1-1 相模川流域の概要 

項目 諸元 備考 

流路延長※1 約 109km  

流域面積※2 約 1,680km2  

流域市町村※3 
14 市 4 町 6 村 
（R6.10 現在） 

神奈川県：10 市 2 町 1 村 
山梨県：4 市 2 町 5 村 

流域内人口※4 約 136 万人 
国土交通省 河川関係統計データ 
（基準年 平成 22 年） 

支川数 104 河川  
※1 出典：国土交通省水管理・国土保全局 統計調査結果「水系別・指定年度別・地方整備局等別延長等調」 

※2 出典：国土交通省水管理・国土保全局 統計調査結果「一級河川における流域等の面積、総人口、一般資産

額等について（流域）」 

※3：第 9 回河川現況調査結果をもとに、令和 6 年（2024 年）10 月までの市町村合併を反映  

※4：国土交通省 河川関係統計データ（基準年 平成 22 年） 
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図 1-1 相模川流域図 

相模川流域位置図 

横浜 

東京 
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1.2 地形 

流域の地形は、東西を軸とした弓形形状を呈し、流域は大菩薩
だ い ぼ さ つ

山地、小仏
こ ぼと け

山地、御坂
み さ か

山地、富士山

及び丹沢
たんざわ

山地に囲まれ、中・下流部は相模原
さ が み は ら

台地等の丘陵、台地、沖積平野に区分され、山林・荒地

面積約 81％、農地面積約 2％、宅地市街地等面積約 14％、河川・湖沼面積約 3％で構成され

ている。 

山梨県側では北側に多摩
た ま

川水系と分水界をなす大菩薩山地、小仏山地、西側に富士川水系と接す

る御坂山地と富士山、南側に神奈川県との県境となっている丹沢山地の山々が連なり、ほとんど山地で

占められている。これらの山地を開析し、相模川（桂川）が谷底平野や河岸段丘を形成している。 

神奈川県側では、右岸側に丹沢山地から流下する中津川等によって形成された扇状地が隆起して

段丘化した愛甲
あ い こ う

・伊勢原
い せ は ら

台地、左岸側には相模川の作った河岸段丘である相模野
さ が み の

台地が広く分布して

いる。厚木
あ つ ぎ

市から相模湾にかけては神奈川県最大の沖積平野が広がっている。相模湾沿岸は湘南
しょうなん

砂

丘地帯が広がっている。 

 

図 1-2 相模川流域の地形 
※出典：土地利用分類図（神奈川県、山梨県、静岡県、東京都） 平成 3 年復刻版 国土庁 

※参考：相模川事典 1994 平塚博物館 
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1.3 地質 

相模川流域の地質は、上流部のうち笹子川合流点付近までの左岸域が富士山の玄武岩質溶岩、笹

子川合流点から相模ダム付近の左岸域が泥岩・千枚岩等の中生界から古第三系にかけての堆積岩で

構成されている。 

山中湖から支川中津川の右岸域は、凝灰岩・凝灰角礫岩等、新第三系の火成岩で構成され、表層

はローム層で覆われている。上流部では火山性の地質のため、透水性が高く、降雨や降雪の多くが地

下水として浸透し、豊富な伏流水として湧出している。また、城山ダムから下流部は、第四系更新統の

段丘堆積物とローム、相模川や中津川からの沖積堆積物によって構成されている。 

 

図 1-3 相模川水系地質系統図 
 

※出典：関東地方土木地質図２ 平成 8 年 3 月 関東地方土木地質図編纂委員会 

  

凡  例 
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1.4 気候・気象 

相模川流域の気候は、上流部においては、周辺を山地に囲まれ寒暖の差が大きい内陸性気候を

示し、年平均気温は 10℃程度となっている。 

一方、中・下流部においては、冬季は乾燥、夏季は高温多湿となる太平洋側気候を示し、年平均

気温が 16.0℃程度と概して温和な気候となっている。 

降水量は、上流部の山中湖では年降水量が約 2,300mm、中流部小鮎
こあゆ

及び下流部の海老名
え び な

では年

降水量が約 1,800mm であり、日本の平均の約 1,700mm と比較すると、水源となる上流域は多雨地域

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※相模川流域の年間平均総雨量分布図：国土数値情報（平均値（気候）メッシュ（1991～2020 年））より作成 
※山中、大月、海老名、辻堂の降水量、気温：気象庁 HP より作成 

図 1-4 相模川流域の年間平均総雨量分布図  
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2. 流域及び河川の自然環境 

2.1 流域の自然環境 

相模川流域の植生は、上流部は全国でも有数の樹林地帯であり、標高の違いにより異なる種の植生

が生育し、富士山の高山帯では高山草本群落やカラマツ植林が分布している。また低位の標高ではク

リ－ミズナラ群落、山麓付近ではアカマツ植林、クヌギ－コナラ群集等が広がる。 

支川の中津川の上流に位置する丹沢山地にはブナ、ミズナラ等の冷温帯の落葉広葉樹林が発達し、

山麓や丘陵ではカシ林、ケヤキ林が広く生育している。 

一方、中流から下流部の台地や低地は人工的な土地利用が行われ、自然植生はコナラ、クリ等の雑

木林、屋敷林、並木樹林、水田、畑等である。 

  

※出典：「相模川辞典 1994 平塚市博物館」より作成 

図 2-1 相模川水系植生図 

  

富士山 
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2.2 河川の自然環境 

相模川は、大きくは源流から城山ダムに至る渓流・渓谷が続く上流部、城山ダムから中津川合流点に

至る相模原台地と中津原
な か つ は ら

台地の間を流れ河岸段丘や砂礫河原と、水域には瀬・淵が形成される中流

部、そして中津川合流点から河口に至る市街化された地域を流れ、水域には瀬・淵が形成され、水際

にヨシ・オギ群落、河口部に干潟が形成されている下流部に分けることができ、それぞれの河川環境に

特有の生物が生息・生育・繁殖している。 

 

（1） 源流部から城山ダムに至る区間（上流部） 

上流部は、富士山の溶岩流によって形成された山中湖や、富士山の伏流水が湧出する国の天然記

念物の忍野八海
お し の は っ か い

等の良好な水質が保たれており、溶岩で形成された蒼竜峡
そうりゅうきょう

や河岸段丘が発達した渓

谷を流れる区間では、コナラ、クリ等の広葉樹林が分布し、渓流にはヤマメ・カジカ等の魚類が生息・繁

殖する。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-1 上流部の渓谷環境（猿橋付近）          写真 2-2 上流部の渓流環境 

（笹子川との合流点付近） 
 

 

 

 

 

 

写真 2-3 蒼竜峡 写真 2-4 ヤマメ 写真 2-5 カジカ 

※写真出典：川の生物図典 
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（2） 城山ダムから中津川合流点に至る区間（中流部） 

相模原台地と中津原台地の間を流れ、河岸段丘の崖地にはクヌギ・コナラ等が連続的に分布し、ヤ

マセミやカワセミ等の鳥類が生息・繁殖している。また、河道内には砂礫河原が形成され、カワラノギク・

カワラニガナ等の河原固有の植物種が生育・繁殖している。 

河床には瀬と淵が形成され、アユ・ウグイ等の魚類が生息・繁殖している。 

 

  

写真 2-6 河岸段丘の崖地（遠景） 写真 2-7 河岸段丘の崖地（近景） 

 

  

写真 2-8 中流部の早瀬 写真 2-9 中流部の砂礫河原と瀬・淵 

 

   

写真 2-10 カワラニガナ 写真 2-11 カワラノギク 

カワセミ 

ウグイ 
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（3） 中津川合流点から河口に至る区間（下流部） 

市街化された地域を流れており、河床には瀬と淵が形成され、アユ等の産卵・生息場となっている。

また、中州等の砂礫地にはコアジサシ等の鳥類の生息・繁殖場が見られる。下流部は高水敷に人工的

な利用地が多いため自然植生は少ないが、河川に特有の在来植物群落として、オギ群落、ガマ－ヒメ

ガマ群落、ツルヨシ群落、ヨシ群落、木本類ではタチヤナギ群落、エノキ群落等が確認され、ヨシ・オギ

群落には、オオヨシキリ等の鳥類やカヤネズミ等の哺乳類が生息・繁殖している。 

河口部の汽水域には、マハゼ・ボラ等の魚類が生息・繁殖し、河口干潟は、相模湾奥部の唯一の干

潟として環境省の「重要湿地」に選定され、シギ・チドリ類等の渡り鳥の中継地となっている。 

   

写真 2-12 下流部の砂礫地(３川合流点) 写真 2-13 コアジサシの卵と雛 

※写真出典：川の生物図典 

   

写真 2-14 アユと石に付着したアユの卵 写真 2-15 水際のヨシ・オギ群落 

※出典:神奈川県内水面試験場 HP 

  

写真 2-16 河口干潟（近景） 写真 2-17 河口干潟（全景） 

※出典:京浜河川事務所 
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（4） 中津川区間（支川） 

宮ヶ瀬ダムから下流区間は、山地を蛇行し、平野部にて相模川に合流しており、川沿いにはクヌギ・

クリ等が分布し、崖地にはヤマセミやカワセミ等の鳥類が生息・繁殖している。また、河床には瀬と淵が

形成され、アユ・ウグイ等の魚類の生息場となっている。 

 

     

写真 2-18 山地を蛇行して流れる中津川 写真 2-19 宮ヶ瀬ダム 

 

 

   

写真 2-20  川沿いの崖地 写真 2-21 中津川の瀬と淵（厚木市） 
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表 2-1 重要種の選定基準 

 

  

資料 分類

文化財保護法 天然記念物

国内希少 野生動植物種

国際希少

野生動植物種

絶滅危惧ⅠA類（CR) ごく近い将来における絶滅の危険性が極めて高い種

絶滅危惧ⅠB類（EN)
ⅠA類ほどではないが、近い将来における絶滅の危険性が高い

種

絶滅危惧Ⅱ類（VU)

準絶滅危惧（NT）

注目種（注目)

情報不足（DD)

絶滅の恐れのある地域個体

群（LP)

絶滅危惧ⅠA類（CR)

絶滅危惧ⅠB類（EN)

絶滅危惧Ⅱ類（VU)

準絶滅危惧（NT）

注目種（注目)

情報不足（DD)

評価するだけの情報が不足している種

地域的に孤立している個体群で、絶滅の恐れが高い種

選定内容

神奈川県レッドデー

タブック2006

〇選定根拠となる資料

種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 5 年、法律第 75 号）

・「環境省レッドリスト 2020」（令和 2 年、環境省）

・「神奈川県レッドデータブック2006」（平成19年、神奈川県）

ごく近い将来における絶滅の危険性が極めて高い種

ⅠA類ほどではないが、近い将来における絶滅の危険性が高い種

絶滅の危険が増大している種

現時点では絶滅危険度は小さいが生息条件の変化によっては絶滅危惧に移行する可能性のある種

生息環境が特殊で、県内における衰退はめだたないが、環境悪化が生じた際には絶滅が危惧される種

評価するだけの情報が不足している種

文部科学大臣によって指定された重要な記念物（動物（生息地、繁殖地及び渡来地を含む）、植物（自生地を含む） 及び

地質鉱物（特異な現象の生じている土地を含む）で我が国にとって学術上価値の高いもの）なお、県や市町村 の条例によ

り指定される天然記念物も同様の扱いとする｡

本邦における生息・生育状況が人為の影響により存続に支障を来たす事情が生じている種で以下のいずれかに該

当するもの（亜種又は変種がある種は、その亜種又は変種とする）｡

国際的に協力して種の保存を図ることとされている絶滅のおそれのある野生動植物の種（国内希少野生動植物種

を除く。）であって、政令で定めるもの

絶滅の危機に瀕している種絶滅危惧Ⅰ類（CR＋EN）

 絶滅のおそれのあ

る野 生動植物の種

の保存に 関する法

律 (種の保存法)

環境省レッドリスト

絶滅の危険が増大している種

現時点では絶滅危険度は小さいが生息条件の変化によっては絶滅危惧に移行する可能性のある種

生息環境が特殊で、県内における衰退はめだたないが、環境悪化が生じた際には絶滅が危惧される種
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表 2-2 相模川における魚類の重要種 

 
注 1：種名及び並び順は「令和 4 年度版 河川水辺の国勢調査生物リスト」（令和 4 年 河川環境データベース）に準拠。 
注 2：カマツカ類については、スナゴカマツカ又はカマツカのどちらかであり、本種がカマツカの場合は移入種のため重要

種ではない 
 
【重要種選定基準】 
①文化財保護法（昭和 25 年 5 月 30 日法律第 214 号、改正：令和 4 年 6 月 17 日法律第 68 号） 

神奈川県文化財保護条例（昭和 30 年 4 月 1 日条例第 13 号、改正：平成 22 年 8 月 3 日条例第 48 号） 
特天：国指定特別天然記念物、国天：国指定天然記念物、県：神奈川県指定天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 
（平成 4 年 6 月 5 日法律第 75 号、改正：令和 4 年 6 月 17 日法律第 68 号） 
国際：国際希少野生動植物種、国内：国内希少野生動植物種 

③環境省レッドリスト 2020 の公表について（令和 2 年 3 月 環境省） 
EN：絶滅危惧 IB 類 NT: 準絶滅危惧 VU：絶滅危惧 II 類 

④神奈川県レッドデータブック 2006（平成 18 年神奈川県立生命の星・地球博物館） 
CR:絶滅危惧ⅠA 類 EN:絶滅危惧ⅠB 類 VU:絶滅危惧Ⅱ類 NT:準絶滅危惧 注目:注目種  
DD:情報不足 

大臣管理区間、指定区間の河川水辺の国勢調査結果より整理した。 
調査年は次の通りである。国：H4、H8、H14、H19、H24、H29、R4 

県：H14、H19、H24、H29、R4 
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表 2-3 相模川における底生動物の重要種 

 

 

 

注 1：種名及び並び順は、「令和 5 年度河川水辺の国勢調査生物リスト」に準拠した。 

 
①文化財保護法（昭和 25 年 5 月 30 日法律第 214 号、改正：令和 4 年 6 月 17 日法律第 68 号） 

神奈川県文化財保護条例（昭和 30 年 4 月 1 日条例第 13 号、改正：平成 22 年 8 月 3 日条例第 48 号） 
特天：国指定特別天然記念物、国天：国指定天然記念物、県：神奈川県指定天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 
（平成 4 年 6 月 5 日法律第 75 号、改正：令和 4 年 6 月 17 日法律第 68 号） 
国際：国際希少野生動植物種、国内：国内希少野生動植物種 

③環境省レッドリスト 2020 の公表について（令和 2 年 3 月 環境省） 
CR：絶滅危惧ⅠA 類 EN：絶滅危惧 IB 類 NT: 準絶滅危惧 VU：絶滅危惧 II 類 DD：情報不足 

④神奈川県レッドデータブック 2006（平成 18 年神奈川県立生命の星・地球博物館） 
CR:絶滅危惧ⅠA 類 EN:絶滅危惧ⅠB 類 VU:絶滅危惧Ⅱ類 NT:準絶滅危惧 注目:注目種  
DD:情報不足 

大臣管理区間の河川水辺の国勢調査結果より整理した。 
調査年は次の通りである。H4、H8、H14、H20、H25、H30、R5 
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表 2-4 相模川における植物の重要種 

 

 

注 1：目名・科名は「令和 4 年度河川水辺の国勢調査生物リスト」に、並び順は「平成 28 年度河川水辺の国勢調査生物リ

スト」に準拠した。 
注 2：ミクリ属の〇は、ミクリ属には数種のミクリの仲間が含まれ、種によってランクが異なるため〇で表記した。 
 
【選定基準】 
①文化財保護法（昭和 25 年 5 月 30 日法律第 214 号、改正：令和 4 年 6 月 17 日法律第 68 号） 

神奈川県文化財保護条例（昭和 30 年 4 月 1 日条例第 13 号、改正：平成 22 年 8 月 3 日条例第 48 号） 
特天：国指定特別天然記念物、国天：国指定天然記念物、県：神奈川県指定天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 
（平成 4 年 6 月 5 日法律第 75 号、改正：令和 4 年 6 月 17 日法律第 68 号） 
国際：国際希少野生動植物種、国内：国内希少野生動植物種 

③環境省レッドリスト 2020 の公表について（令和 2 年 3 月 環境省） 
EN：絶滅危惧 IB 類 NT: 準絶滅危惧 VU：絶滅危惧 II 類 

④神奈川県レッドデータブック 2022（令和 4 年年神奈川県立生命の星・地球博物館） 
CR:絶滅危惧ⅠA 類 EN:絶滅危惧ⅠB 類 VU:絶滅危惧Ⅱ類 NT:準絶滅危惧 注目:注目種  
DD:情報不足 

大臣管理区間の河川水辺の国勢調査結果より整理した。 
調査年は次の通りである。H6～H7、H11～12、H17～18、H26 

 

  




